
　私のロボット研究は一言で言う
と、人間を知るための研究です。私は
これまで人間型アンドロイドや自分
自身をモデルにしたジェミノイドな
ど、様々なロボットを開発してきま
した。「人間そっくり」にこだわって
きたのも、私の興味が何よりも人間
であることに加えて、人が最も興味
を持つものは人だからです。しか

し、人間にはま
だわからないこ
とが無数にあり
ます。それらを
認知科学や脳科
学で研究するた
めに、ロボットは
非常に便利な道
具となります。
人間の理解を深
めるためには、
よりよいロボッ
トが必要です
し、ロボットの機
能が向上すれ
ば、人間の理解
がさらに深まり
ます。

　このような考え方をベースに、
我々研究者が新たに創設したのが、
「ヒューマンロボットインタラク
ション」という分野です。これは、従
来のロボットが持つ「ナビゲーショ
ン（移動）」と「マニピュレーション（操
作）」という機能に、日常生活の中で人
と関わる「インタラクション」という
システムを加えたものです。ロボッ
ト自体の開発と、ロボットに対して
人はどう反応するかという認知科学
的な分野を融合させながら、様々な
研究に取り組んでいます。

　ロボットの開発には実用的な応用

が不可欠で、むしろそこから基本的
な問題が見えてきます。例えば、アン
ドロイドが人間の代わりに仕事をし
たら、何が起きるか。その実証実験と
して私は、落語家で人間国宝の桂米
朝さんのアンドロイドや、タレント
のマツコ・デラックスさんをモデル
にしたマツコロイドなど、本人そっ
くりのロボットを作りました。最初
はもちろん皆ロボットだと気づきま
すが、落語や会話に引き込まれてい
くと、もはや相手がロボットかどう
かは関係なくなってしまいます。こ
こから、人間の存在とは何か、アイデ
ンティティとは何かといった問題が
出てきます。人間そっくりのロボッ
トを作る一番重要な意味がここにあ
るのです。
　デパートのショーウインドーに、
人の顔を認識し、微笑みなどの感情
モデルをプログラムした女性のアン
ドロイドを座らせると、彼女と目が
合うと多くの人々が微笑み返すこと
がわかりました。また、アンドロイド
を演劇に出演させたところ、ほとん
どの観客がロボットに人間らしい心
を感じたと答えました。ロボットは、
プログラムされた簡単な動作と発話
を再現しているだけです。ここから、
心とは一体何なのか、それは客観性
があるものなのか、我々の想像に過
ぎないものなのかなど、より深い人
間理解に入り込んでいくことができ
ます。
　デパートで行ったもう一つの実験
では、アンドロイドは販売員として、
人間に交じって上位の売り上げを達
成することがわかりました。お客さ
んは、気を使わないロボットとは安
心して話ができ、ロボットに褒めら
れると、つい買ってしまう。人間なら
おつりを間違えることがあっても、
自動販売機のおつりなら大丈夫だと
信じている人は多いのではないで
しょうか。人間にとってロボットは、
嘘をつかない信頼性の高いものなの
です。
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　自律型に加えて遠隔操作型アンド
ロイドも、興味深い示唆を与えてく
れます。人間は自分を完全に第三者
の視点から認識することはできませ
ん。自分に関して正確な知識を持っ
ていないので、それなりに動いてい
れば自分の体だと受け入れてしまう
のです。そのため、遠隔操作をするオ
ペレーターは、アンドロイドがまる
で自分の体のように思えてきます。
　しかし、人間そっくりになればなる
ほど、そのロボットに見かけや動き、話
し方など一つでも非人間的な要素が
あると、見る人に突然嫌悪感が湧く「不
気味の谷」と呼ばれる現象が起こりま
す。そこで私は年齢も性別もわからな
い、個人としての特徴を持たないミニ
マルデザインのロボット「テレノイド」
を開発。この実験により、人は情報が足
りないとき、自分にとって都合のよい、
ポジティブな想像で不足分を補うこ
とがわかりました。認知症の人がテレ
ノイドを相手にすると、怖がることな
く話をすることが実証され、自閉症な
どへの適用も期待されています。
　それでは、人の存在を伝えるための
最低条件とは何か。その答えとして私
が出したのが、人の存在感を伝えるミ
ニマルなメディア「ハグビー」です。こ
れは、クッションにスマートフォンを
入れた抱き枕のようなもので、特徴は、
電話の相手を抱きしめられることで
す。抱きしめることで安心した感覚に
なることは、唾液や血中のストレスホ
ルモンであるコルチゾールが、普通の
携帯電話の使用時に比べて大幅に減少
したことからも証明されています。人
の存在感を伝えるには、声と人間らし
い触感の二つがあれば十分なのです。

 

　ロボット社会の実現のためには、
私は二つのものが必要だと思ってい

ます。一つは、「ディープラーニング」
です。ホンダの二足歩行「ASIMO
（アシモ）」の開発により、ロボットの
身体的な機能はほぼ完成しました
が、人と関わりながら会話やサービ
スをするまでには至りませんでし
た。それが2010年 く ら い か ら、
ディープラーニングという大規模な
ニューラルネットワークの利用が可
能になり、非常に安定した音声・画
像認識が使えるようになりました。
音声認識と言っても、音声信号をテ
キストに変換するだけで、その意味
を理解しているわけではありませ
ん。しかし、テキストに変換できれば
コンピュータに取り
込むことができ、そこ
から様々なプログラム
につなぐことが可能に
なります。
　もう一つは、「パーソ
ナルロボット」です。コ
ンピュータがこれだけ
普及したのは、パーソ
ナルコンピュータのお
かげです。ソフトバン
ク の「Pepper（ペ ッ
パー）」を先駆けとする
パーソナルロボット
は、今後さらに安価に
小型化していくでしょう。私はパー
ソナルロボットのキラーアプリケー
ションとして、語学学習を提案して
います。恥ずかしい、話す相手がいな
いなどの悩みを抱えている人にとっ
て、ロボットは最適です。しかも、英
語を正確に発音しないと音声認識は
働きませんから、徹底して英会話の
勉強ができます。

 

　このようなロボット開発を続けて
いくと、1,000年後の未来はどうなっ
ているのでしょうか。人間の進化に
は、遺伝子と技術という二つの方向
があり、遺伝子には能力を拡張しな

がら生き残っていく使命が組み込ま
れています。それゆえ能力を拡張す
る技術は非常に魅力的です。しかも、
技術による進化は遺伝子による進化
よりもはるかに速い。人間の体は有
限ですから、生き残りのゲームに本
当に勝つためには、機械、つまり無機
物にならなければいけないのです。
　現に我々は、日常のほとんどを機
械に頼って生活しています。肉体は
もはや、人間を定義する要素には
なっていません。1年に2倍ずつ速く
なっていると言われるコンピュー
タがこのまま進化していけば、人間
が機械に置き換わる、生命の限界を

人間の条件とは何か？

ロボット社会に不可欠なもの

超えた進化「ブレインアップロー
ディング」も不可能ではないと私は
考えています。もともと無機物の地
球に、その後発生した有機物の最終
進化の形態である人間は、遺伝子に
組み込まれた「生き残る」という使
命を遂行するために技術を開発し、
能力を拡張し、自分たちを無機物化
しようとしています。「有機物であ
る人間は、宇宙の進化、知能化を加
速させるための手段にすぎない」と
いうのが私の仮説です。私はロボッ
ト研究を通して、なぜこの世に有機
物が誕生したのか、なぜ人間は無機
物に戻ろうとしているのかといっ
た、人間の存在の意味を追究してい
るのです。

私が考える1,000年後の世界
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